
この度は弊社製品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。
当製品のクオリティを最大限活かすためにも、是非このマニュアルをご熟読の上で
作業下さいますよう宜しくお願い致します。

はじめに

●取付に際しまして、工具等をご使用の際には怪我などに十分ご注意下さい。
●当製品には鋭利な箇所が部分的にございます。取扱いには十分ご注意下さい。
●交換作業は全て自己責任にてお願い致します。
●作業中・作業後、また製品使用中に生じる事故・損害において、弊社では一切の　
責任を負いかねます。

安全上のご注意

●プラスドライバー二種
　（インパネを外す際に用いる標準サイズのものと、純正のゲージパネルを外すた
　めの小サイズのもの）
●マイナスドライバー
●ボンド（セメダイン社の「速乾Gクリア」シリーズがお奨めです）

取付に必要な工具類

クラシックニードルキャップ
●キャップ本体（大２ヶ、小３ヶ）
●固定用ゲルシール
●レッド指針化フィルム（別売）

NB用ゲージパネル
クラシックニードルキャップ
セッティングマニュアル

RSプロダクツ事業部
名古屋市中区大須3-1-36-6F　TEL：052-269-9071　FAX：052-269-9773
E-mail：：RS_products@hotmail.com　URL：http://rs-products.net

NA用クラシックゲージパネル
●速度計・回転計・燃料計・油圧計・水温計各パネル
●針止め×2ケ
●セッティングマニュアル

製品内容

1各メーターの
指針位置の確認

2メーターユニットの取り外し

ゲージパネル交換時に針を抜く工程が含まれるため、以下に基づいて指針位置の確認
を行って下さい。

①ガソリンは予め満タンにしておく。
②エアコン、ヘッドライト、スモールライトはOFFにし、
　アイドリングが安定するまで暖機を行う。
③暖機後、アイドリング時の各メーターの指針位置をメモする。
　（→以下は各メーターの標準的な指針位置です。参考になさって下さい。）
　●回転計・・・暖機後おおよそ1000回転弱（850～900回転の間）の位置
　●燃料計・・・満タン時、「F」位置を少し振り切るぐらいの位置
　●水温計・・・暖機後、ほぼ中心付近の位置
　●油圧計・・・ほぼ中央、やや右側の位置
　●速度計・・・暖機の有無に関わらず、停車中は常にゼロの位置

※車体のコンディション、チューニングの程度などにより車体による個体差が生じます
ので、上記指針位置は参考程度にとどめ、あくまでご自身のお車のメーターが指す位置
を極力正確にメモしておいて下さい。

1 - 1 : 事前作業（指針位置の確認）

メーターフードを外します。フードを両手
で持って手前に引き抜きます。あまり無
理に引くと割れる恐れがありますので、
ゆっくりと徐々に揺らしながら引くとよい
でしょう。

2 - 2 : メーターフードの取り外し

ステアリング背面にあるコラムカバーを
外します。

2 - 1 : コラムカバーの取り外し

コラムカバー下面にある３本のビスを外
し、上下に分割して外します。



メーターユニットを固定している4ケの
ビス（写真矢印）を外します。

2 - 3 : メーターユニットの取り外し

メーターの透明アクリルカバーを開け、
表示盤を交換します。指紋等汚れの付着
を防止するため、一度きれいに手を洗って
おくとよいでしょう。
透明アクリルカバーを留めている爪を
マイナスドライバーで押さえ、ユニット
本体から取り外します。

3 - 1 : アクリルカバーの取り外し

マイナス方向に針が振れた状態になり、
あるポイントで針が静止します。この指
針位置を「デフォルトポイント」として鉛
筆などでマーキングしておきます。

3 - 3 : デフォルト位置の確認

速度計の針を抜かずに、針の先端を持
ち上げ、針止めをマイナス方向へまたが
せます。

3 - 2 : 指針の取り外しの準備

RSプロダクツ製パネルと純正表示盤
を重ねて、先にマーキングしておいたデ
フォルトポイントを確認します（→RSプ
ロダクツ製パネルには、デフォルトポイ
ント確認用の参考目盛りが振ってあり
ますので、目安としてご利用下さい。

3 - A - 1 : デフォルト位置の確認

RSプロダクツ製ゲージを装着し、ビス
で固定します。この際「締めすぎ」にご
注意下さい。締めすぎるとパネルが変
形しますので十分ご注意下さい（盤面
が波打っていないか確認しながら少し
ずつ締めて下さい）。

3 - A - 2 :速度計盤面の装着

デフォルトポイントに合わせて針を差し
込みます。その後、付属のアルミ針止め
をボンドで接着します。この時、接着す
る前に予めゼロの位置のおおよその位
置を事前に確認しておき、マーキングし
ておくことをお奨めします。ボンドは付
けすぎないようにし、爪楊枝でピンポイ
ントに使うのがコツです。完全にボン
ドが乾燥した後、デフォルト位置にある
針の先端を持ち上げ、針止めをまたが
せて戻します。

3 - A - 3 : 針止めの接着

速度計の針を外します。先端を柔らか
い布等で保護したマイナスドライバー
を差し入れ、ゆっくりと引き抜きます。
二つの黒い小ビスを外し、純正表示盤
を取り外します。

3 - 4 : 指針の取り外し

3メーターユニットの分解と
パネルのセッティング

左の写真で、各コネクタの位置をご確認
下さい。

運転席からは直接見えない部分なので
手探りの作業となりますが、構造が理解
できていれば簡単に着脱可能です。

ここまででメーターユニットが外れ
ました。
ここから先は室内での卓上作業を
お奨めします。

純正パネルに“針止めが付いていない”場合

純正パネルに“針止めが付いている”場合　

『3-C-1』の工程へ

『3-2』の工程へ

5速MT車・AT車等、スタートポジションが8時位置のメーターの場合

6速ＭＴ車等、スタートポジションが真下（６時位置）指針のメーターの場合

『3-A-1』の工程へ

『3-5』の工程へ

『3-B-1』の工程へ



速度計の針を外します。先端を柔らか
い布等で保護したマイナスドライバーを
差し入れ、ゆっくりと引き抜きます。

3 - C - 1 : 指針の取り外し

RSプロダクツ製ゲージを装着し、ビスで
固定します。この際「締めすぎ」にご注意
下さい。締めすぎるとパネルが変形しま
すので十分ご注意下さい（盤面が波打っ
ていないか確認しながら少しずつ締めて
下さい）。

3 - C - 2 : 速度計盤面の装着

RSプロダクツ製ゲージを装着し、ビス
で固定します。この際「締めすぎ」にご
注意下さい。締めすぎるとパネルが変
形しますので十分ご注意下さい（盤面
が波打っていないか確認しながら少し
ずつ締めて下さい）。

3 - B - 3 : 速度計盤面の装着

デフォルトポイントに合わせて針を差し
込みます。その後、付属のアルミ針止め
をボンドで接着します。この時、接着す
る前に予めゼロの位置のおおよその位
置を事前に確認しておき、マーキングし
ておくことをお奨めします。ボンドは付
けすぎないようにし、爪楊枝でピンポイ
ントに使うのがコツです。完全にボン
ドが乾燥した後、デフォルト位置にある
針の先端を持ち上げ、針止めをまたが
せて戻します。

（受付時間 9:00-18:00）

速度計以外の針を外し、ビスを外した
後、表示盤を取り外します。クラシック
ニードルキャップ装着の場合ここで作
業します。

3 - 5 : 指針の調整

図Ａを参考に、マーキングしておいたデ
フォルトポイント位置と、ゼロ（真下）位
置との角度を計ります。

3 - B - 1 : デフォルト位置の確認

次に、交換するRSプロダクツ製速度計
の左下部にあるデフォルトポジション
用目盛りを参考に、先に計った角度の
位置にマーキングします（図Ｂ）。

3 - B - 2 : デフォルト位置の確認

ゼロ位置
デフォルト位置

←この角度

純正速度計

ゼロ位置

デフォルト位置

RSプロダクツ製速度計

←マーキングする

クラシックニードルキャップ装着の場
合この前に作業しておきます。針を差
し込み、反時計回りに針を回して、デ
フォルト位置で止めます（図Ｃ）。

3 - B - 4 : 指針の調整

3 - B - 5 : 針止めの接着

針を差し込み、反時計回りに針を回し
て、デフォルト位置で止めます（図Ｃ）。
付属のアルミ製針止めは使用しません。

3 - C - 3 : 速度計盤面の装着

『3-5』の工程へ

『3-5』の工程へ

RSプロダクツ製ゲージパネルをセット
します（全ての表示盤が交換された状
態）。回転計のゼロ位置に針止めを接
着します（純正状態で針止めのない車
体の場合は不要）。いったん針を仮差
しし、ゼロ位置に合うよう調整しながら
接着します。接着剤が乾燥したら再び
回転計の指針を取外します。

カラーバルブ・バルブキャップなどを用い
照明色を変更する場合、ここで交換します。
ユニット背面にある緑色のソケット（4ケ）を
半回転させて外します。ウインカー用・ハイ
ビーム作動灯用バルブ（共に黒ソケット）
と混同しないようにご注意下さい。

3 - 7 : バルブの交換

以上でメーターの加工は終了です。
ここから先は車内に戻ります。

3 - 6 : コラムカバーの取り外し



剥離フィルムをゆっくりと剥がし、キャッ
プを被せて固定します。指針小（3ヶ）も
大指針と同じ要領でゲルシールを使用し
てキャップを被せて固定します。

4 - 8 : ゲルシールの貼り付け

付属のゲルシールを指針の天面に貼り
付けます（透明の剥離フィルムはまだ剥
がしません）。剥離フィルム越しにゲル
シールを天面部分に擦り付ける要領で
圧着します。

4 - 7 : ゲルシールの貼り付け

先端を切り落として完成です。
指針小（3ヶ）も同様に施工して下さい。

4 - 6 : フィルムの貼り付け

全ての指針が外れたら、それぞれにキャッ
プを取付けます。

4 - 1 : 指針後端部分の切除

指針大（2ヶ）：指針後端部分をニッパーで
切除します。

4 - 2 : 指針後端部分の切除

フィルムを貼り付ける前に指針をしっか
りと脱脂して下さい。

4 - 3 : 指針後端部分の切除

写真のようにフィルムの端を指針の端のラ
インに沿って貼り付けます。次の工程で剥
がれてしまわないようにしっかりと圧着し
て下さい。

4 - 4 : フィルムの貼り付け

指針を裏返し、反対側のラインに沿って
カッターの刃を当ててカットします。

4 - 5 : フィルムの貼り付け

4ニードルキャップの施工

この段階では速度計以外の針は抜いておき、かつ透明アクリルカバーも未装着のまま
での作業です。

①十分に暖機したのち、エアコン・照明類はすべてOFF状態で各コネクタ類と速度ケー
　ブルを差込み、各指針を再装着します。ここでも差し込みすぎには注意して下さい。
　速度ケーブルはロックがかかるところまで確実に差し込んで下さい。
　アイドリング状態で、1でメモしておいた数値・位置をもとに各指針を差し込んでいき
　ます。

②透明アクリルカバーを装着する前に一度試走し、各メーターが正常に動作することを
　確認します。
　※安全上、コラムカバーとメーターフードは必ず装着・ビス留めして試走して下さい。
　※運転には十分注意し、前方不注意による事故にはご注意下さい。

③問題がなければ透明アクリルカバーを装着し、照明のチェックを行って下さい。
④透明アクリルカバー・メーターフード・コラムカバーの順で取り付け、ビス留めします。

! - 1 : 事前作業

以上で完成です。お疲れさまでした。

! 指針の再装着と調整
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